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２０２3/０1/01 
タウンニュース足柄版に寄稿しました。
ポストコロナを見据えて「先見と行動」『”オールかいせい”で未来のまちづくり』

　シニアや障がいがある方々には生活の足に困らない環境を、子どもたちにはオンライン授業など誰もが

平等に学びの機会が得られる体制を、コロナ禍で希薄化した地域のつながりを修復するために全世代が集

い、憩い、交流できる場や機会を提供していくのが行政の役目です。

公民連携を推進公民連携を推進

　町民の皆様の需要は多様化かつ複雑化しており、もはや町職員だけで対処していくには限界があります

ご意見箱
皆様のご意見を

お待ちしております。

　一昨年、神奈川県のボランティア制度「道守サ

ポーターズ」に登録、県道７８号線を中心に歩道

の除草作業を実施してきました。

　今回、初めて“開成中央通り”にて作業しまし

た。かねがね気にはなっていましたが、地元の方

『すれ違えない』との一言がきっかけでした。

　幹線道路の雑草は荒廃感を与えます。気持ちよ

く生活するために！今後もできるときにできる範

囲内で活動していきます。皆さんもよろしければ

ご一緒にいかがでしょうか。

２０２２/12/２8
“道守サポーターズ”として
“開成中央通り”の除草をしました。

　２０２３年、新たな年を迎えました。新型コロナウイルスが流行

して早３年、依然として閉塞感が漂いますが、明けない夜はありま

せん！前向きに、ウィズコロナで乗り越えていきましょう。

　働き方の変化など新生活様式が定着した感がありますが、社会環

境の変化は今後も続くと思います。”需要が供給に合わせる時代か

ら、供給が需要に合わせる時代”に変わりつつあるとされます。

　社員の暮らしに会社が合わせ、商品が消費者に届けられ、子ども

たちが学びたい学校や環境を選ぶようになるなど、様々な分野で同

様の方向に向かっています。行政手続きやサービスにおいても、デ

ジタル化をはじめ一層の変革が求められることになるでしょう。

。民間企業・団体と対等な立場で連携し、そのノウハウ

を最大限活用させていただくことが不可欠です。公共性

のある業務をまちづくり公社のような機関が担う構想な

ど、新たなチャレンジも必要になると考えます。

　何事においても先立つものが必要になります。私は、

企業版を含む、ふるさと納税や企業誘致などを通じて財

源を確保すべく、”汗かく営業マン”として走り回る覚

悟です。

　開成町がより住みやすく、誇りを持っていただけるま

ちとなり、すべての開成町民が笑顔になれるよう働きま

す。「オールかいせい」でともに未来のまちづくりをし

ていきましょう！
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